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は じ め に

輸血に使用される血液の保管管理には細心の注意を必要とします｡血液の保存温度は2-6C

で低温で保有することにより.赤血球のブドウ糖消費量を極刀かさえて生存度を延ばす と共に細

菌の増殖をおさえる役目も果しています.普通抗凝固剤AC工)液を用いて採血し原則として輸血

部に於て温度自動記録装置､警報装置の付属した血液専用冷蔵庫に保管し夜ければなりません.

目 的

前回量的観点 (廃棄血問題 )から輸血部における血液管理の一端を発表しましたO今回血液管

理 を拡張した質的観点から信大病院で採血された血液のうち､期限切れとなった血液について､

細菌検査と血集-モクロビンの測定を行ないました.細菌汚染は特別な場合を除いて殆んどが採

血時IR:起 りますので採血方法の適否を反映 します｡血液は ACD液内で保存 しても徐々に潜血し

ます.然し保存状態が悪ければ溶血が促進されますので血算中の-モグロビン量は或る程度血液

の管理状態を反映すると考えられます｡

方 法 ､

1. 血 液

-モグロビン検査に用いられた血液は昭和50̂モ10月2D日-11月27日までの間に当輸

血部で採血され､期限切れとなった採血後22日目の血液 95太です0

2.細 菌 検 査

昭和50鋸5月-51薙1月の間に期限切れ となった採血後22日目の血液を毎月1本から5

本まで合計 18本を中央検査部細菌検査室にお厭いして通常の血液培養の手法を用いていたしTi

した01本の血液瓶から2本の培養管に採血し57℃で1本を好気的に他を嫌気的に一週間培養

しました0

5.-モクロビン測定

ク リッブス (1968鐙 )の分光法を用いました｡

結 果 図 表 1

月 昭和 50年5 1617 8 9 ll 12 P,Z請拓1

年1 計検 体 数 1 1 1 1

5 5 5 2 1甲結 果 H H H H!H H H (づ 陰性

結果はすべて陰性で細菌汚染はみとめられませんでした0



図 表 2

2'-6Cの保存庫VC番置された状態で保管された輸血用血液は.採血後 22日目に血奨-モグ

ロビンがどの程度みられるのか調べました｡採血後輸血部の冷蔵庫に保管され一皮も払出しをさ

れないで期限の切れた血液9本の-モグロビン測定価です｡

血 液 番 号 fi5255 2985 5252 5515 5288 2984 5242 52

51 5072HダIJL5yde 55.2 58.0 59.1 54.2 58.6 95.6

104.8 108.6 1152この図表から2-dCに畜かに放置しておいても21日間たてば55-110NEF/de程度の

溶血は自然vC起るものと考えられますo嵐 採血直後の人血簸中-モグロビンの正常価は 0.5/ILVde～5.0

mg/deとされています.図 表 5採血後 22日目の期限の切れた血液 95本の-モク

ロビン価をあらわしています.0印は輸血部に瀞置された血汲.×印は病棟に払出されたこと

のある血液ですo8∠042病棟に払出されたことのある血液の多く帆 輸血

部に保管されたせ のゝ血液 と同産皮の溶血がみられましたOしか し.非常に価の高い血簸-モクロビン値を示

す血液も少なくありませんO図 表 4次に溶血の程度が高い血液はどんな管理状態にあ

ったか調べるのを目的として各科での預 り日数と溶血の程度の隣保を表に しましたが.はっきりし

た相観閲除はみられまIFんでしたO各科の冷蔵庫に保管されることが直ちに溶血につながる

ものでは帥 と思われます. しか しこれは各科の冷蔵庫の状態が良好であることとは一致しません｡



図 表 4 預 り日数 と血梁-モグ ロビン値
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れたもの と思われ.取扱いが不完全で

あったことが推測されます｡その原因

として不注意在校械的複軌 乾燥､温度

上昇等が考えられます.しかし今回の

発表ではそこまで調査するには至 りま

せんでした｡

む す び

今度の調査から次のような七 とが､

ほ 明ゞらかになったと思われますo

1. 培養検査した血執ま数が少ないで

すが.細菌汚染に関する限 り､今の

とこう間鬼はないと思われます｡

2.採血後21日を経 ると輸血部の血

液保管鐙に瀞質された血液でも.徐

々に溶血し40- 120〟LbE/deに達す

るるようですc

5.各科に弘出される庭に潜血は少し

づ 進ゝ行するものと思われますO更

に不適当a:収扱いを受けたと考えら

れる､溶血がかなり高度a:血液も少

a:くめ りませんO

此のことから血液の細心の取扱いが

望まれ浸す0

4.預 り日数が溶血と相互に隣保しな

か った事実は血液が各科の冷蔵庫に

放置されてよいという事を意味しま

せん｡何故なら血液は溶血はなくと

も､酸素運彰設能力の低下や患者の体

内に輸血された後.生存期限が短か

かった りすることがあ りうるからで

すO (これらについては､血簸-モ

グロビン値の軌定のほかに.手のこ

んだ検査が必要になりますO )やは

りよく調整された血液保存庫内に保

管されなければなりませんo

図 表 5 払出し回数と血集-モグロビン値
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輸血部の血液保存庫に21日間保管された血液の血桑-モグロビンについて､機会ある毎に続

けてもっと正確を数字を出してゆきたいと思いますO (統計的に潜血の程度の範囲を出すには少

なくとも20本は必要ですO )更に.気温のもっとも低い時期の調査に限られてしまったので､

続けて異なった季節における溶血状態も調べる必要があると考えますし､日赤献血センターから

輸送されて くる保存血の潜血慶を調べて院内採血の血液との比較もしてゆきたいと思いますO

血液の払出回数預 りが多くa:ることtR:よって潜血慶が高くなるとい う雀けではなく血液中の他の

物質の変化も促進させることが考えられます｡それによって患者さんに最良の状態で夜い血液が

輸血されることにもなりますO血液の取扱いには慎重に充分琵意していた ゞきたいと思いますC
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